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は じ め に

司 会 高 安 久 雄

カスガマイシンは既に皆様御承知の こ と と思います

が,今 日,此 処で基礎的知見についてお話していただき

ます梅沢教授及び協同研究老-によつて1964年 春 日神社

の土壌から分離 された菌株か ら発見されたもので 既に
"いもち病"の 農薬として知 られているものであ ります

｡

医薬品としては緑膿菌感染症が取上げ られ,特 に尿中に

高濃度に排泄されることから、最初は緑膿菌に.よる尿路

感染症に対する効果を検討するために,市 川篤二名誉教

授を班長とする研究会が生れ,次 いで各科領域における

検討も進められてきた次第であ ります｡今 回,河 盛会長

が特に本邦において開発された化学療法剤として,カ ス

ガマイシンをシンポジウムに取上げるとい う強い御意向

によつて,こ のシンポジウム開催の運びとなつたと聞い

てお ります｡こ れから3時 間半に亘る長時間で御座いま

すが御静聴をお願申し上げます｡




